
 

 

DeSCヘルスケアの参画する弘前市における事業が内閣府の支援制度に採択 

〜官民連携による地域の健康増進と医療費の適正化を一層加速〜 

 

 

 

 株式会社ディー・エヌ・エーのヘルスケア事業の中核を担う株式会社データホライゾン(本社:広島県

広島市、代表取締役社長兼 CEO:瀬川 翔)の子会社、DeSC ヘルスケア株式会社(本社:東京都渋谷区、代

表取締役社長:瀬川 翔、以下 DeSC ヘルスケア)は、DeSC ヘルスケアが参画する「弘前市 Well-being

地域社会共創プロジェクト『メタボリックシンドローム予防・改善事業』」（以下、本事業）が、内閣

府の「令和 7 年度成果連動型民間委託契約方式推進交付金」の採択を受けたことをお知らせします。 

 

 DeSC ヘルスケアは、2023 年 11 月 20 日より、弘前市在住の 19 歳以上の方を対象に「楽しみなが

ら、健康に。」を実現するヘルスケアエンターテインメントアプリ「kencom」を提供し、健康増進の

支援に取り組んできました。本事業では、kencom の機能も活用しながら、メタボリックシンドローム

（内臓脂肪症候群）の予防・改善を目的とし、「メタボ該当者・予備群の割合 3 ポイント減」や「健康

プログラム前後の歩数が 1 日当たり 300 歩以上増加」などの成果指標の達成を目指し、住民の健康寿命

の延伸と医療費の適正化に取り組みます。 

 

■背景と目的 

 弘前市は平均寿命が全国平均を下回り、地域の死亡状況を示す「標準化死亡比」において、三大生活

習慣病によるものが高いといった健康課題を抱えています。こうした状況を踏まえ、同市は今年度から

3 年間をかけ、メタボリックシンドロームの予防・改善に向けた官民連携事業を開始します。本事業は、

弘前大学 COI-NEXT の側面も有しており、弘前大学をはじめ、DeSC ヘルスケアを含む参画企業などと

の官民連携により取り組むこととしています。 



■弘前大学 COI-NEXT とは 

文部科学省・国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）の「共創の場形成支援プログラム（COI-

NEXT）」の拠点の１つとして弘前大学が代表機関を務める弘前大学健康未来イノベーション研究機構

が推進しているプロジェクト。 

弘前市・青森県・東京大学ほか全国の大学、国研、企業等が参画し、「健康を基軸に地域経済を発展さ

せ、高 QOL の健康寿命を延伸する Well-being な地域社会モデル」実現を目指している 。 

（詳細は COI-NEXT の HP を参照ください） 

 

■内閣府「令和 7 年度成果連動型民間委託契約方式推進交付金」とは 

PFS の一層の普及を図るため、地方公共団体が民間事業者と結ぶ「成果連動型民間委託契約方式

（PFS:Pay For Success）」を活用した事業に対して、国が交付金を交付する支援制度です。 

（詳細は内閣府 HP を参照ください） 

  

 今後も、DeSC ヘルスケアは、「kencom」の提供等を通じて「楽しみながら健康に。」を実現し、

健康寿命の延伸、医療費適正化といった社会課題の解決を通じて地域の活性化に貢献していきます。 

 

 

 

＜kencom の主な機能＞ 

 

1．健康活動のきっかけ作り 

 保険者が提供する健診結果を経年変化や同性同年代との比較等、被保険者の健康状態を分かり 

やすく表示し、スマホで閲覧可能。また将来の健康状態を予測する「ひさやま元気予報」で 

健診結果に基づいた生活習慣病の発症リスクを可視化。 

 

2．意識を変容する 

 ユーザーの健康状態・趣味嗜好に合わせた記事を表示。記事を閲覧することで、健康に対する 

意識を変える。 

 

3．行動を変容する 

 年に２回(春/秋)開催するオンラインウォーキングイベント「みんなで歩活」で歩くきっかけを 

つくる。 

 

4．行動を継続する 

 ミッションの達成などで付与されるポイントを貯めることで、行動が継続できる。 

 

5．健康活動を楽しむ 

 健康活動をするとペットキャラクターとコミュニケーションができる、キャラクター育成機能 

「エアモ」で、健康活動を楽しく習慣化する。 

https://coi.hirosaki-u.ac.jp/
https://www8.cao.go.jp/pfs/kouhukin.html
https://www8.cao.go.jp/pfs/kouhukin.html
https://www8.cao.go.jp/pfs/kouhukin.html

